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１.令和4年度事業の施策⽅針
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令和44年度事業の⽬的と実施内容

事業⽬的である林業界の技術開発、基盤データの環境整備、普及を推進するための
調査・助⾔と、イノベーションを推進する⽀援組織の創出を⽬指します
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• 林業イノベーションハブセンター（森ハブ）は、林業イノベーション現場実装推進プログラムに掲げる2025年を⽬途とした技術開発、
基盤データの環境整備、普及等を着実に進めるため、令和３年度に設置され、将来的に、イノベーション推進に向けた⽀援機能
により技術の現場実装を実現し、林業の課題解決を促進するプラットフォームになることを⽬指している。

• 令和3年度は新技術/総合戦略、機械開発、地域林業政策、イノベーションエコシステム、知的財産のテーマで検討を⾏い、林業
イノベーション現場実装推進プログラムの更新案を検討した。今年度事業では、昨年度の検討の成果と、林業イノベーション現場
実装推進プログラムのアップデート版に基づき、イノベーションエコシステムの普及に⾄る技術開発プロジェクト数、参画プレイヤー数の
増加を⽬指し、林業におけるイノベーションエコシステムの形成ならびに⽀援体制の構築を⽬指す。

昨年度を
ふまえた
業務⽬的

実施内容の
要点整理

異分野の技術探索・先進技術⽅策の検討

林業イノベーションの実現に向けた
国の⽅針や⽀援⽅策への助⾔・⽀援
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• 作成する技術リストや機械開発・森林作業システム⽅針
（案）、ならびにアドバイザリーコミッティや分科会での検討を
通じて国の開発⽅針や⽀援⽅策への助⾔、⽀援を⾏う。

林業課題解決を促進するプラットフォームの形成

技術の現場実装を実現し、
課題解決を促進するプラットフォームの形成
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• 技術の現場実装を推進し、新たな技術の開発を創出する、
林業界のエコシステムを形成し、コーディネーター⼈材を核とした
森ハブの⽀援体制やコミュニティを構築する。

技術開発、基盤データの環境整備、
普及の実現

2021年

2022年

…

2025年

• 「新技術/総合戦略」「機械開発」「地域林業政策」「イ
ノベーションエコシステム」「知的財産」のテーマでの検討

• 森ハブのあり⽅、機能、将来像、林業イノベーションを推
進する仕組み構築の検討

• 先進技術の導⼊促進のための異分野の技術探索や先
進技術⽅策の検討

• 技術開発から普及に⾄るまでの事業者・地域の活動を
専⾨的な⽬線から⽀援する林業エコシステム並びに⽀
援組織の構築

※当法⼈にて⽀援
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森ハブの⽀援内容

令和3年度事業では、林業界のイノベーションエコシステム形成に向け
先進事例調査をもとに森ハブの⽬指すべき⽅向と有すべき機能を検討しました

場の形成（プラットフォーム） 実証プロジェクトの展開

事業化⽀援の展開情報発信

これからの開発や技術普及に向けた課題の精査と設定

課題の解決に向けた
議論・検討・ヒアリングの場の創出

多様なプレイヤーが集う
コミュニティの形成
テーマの設定
課題の共有

意欲あるプレイヤーをマッチングする環境の整備

共通課題の解決に向けた
プロジェクトの組成

組成されたプロジェクトの事業化に向けた
⼀連の流れのサポート

（実証、ビジネスモデル構築、事業計画・
知財戦略の策定、資⾦調達等）

国内外の様々なプレイヤーの関⼼を呼ぶ
テーマの設定・PR

成功事例の発信による新たなプレイヤーの呼び込み
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⽀援機関としての森ハブの構築に向けたステップ

令和4年度事業では、あるべき姿の実現に向け、⽀援機関としての体制の構築と
モデルとなる先進事例の創出に注⼒し、事業の枠組みを確⽴します

ステップ１
先進PJの創成・発掘

ステップ２
組織・事業の拡充・拡⼤

ステップ３
⽀援機関としての地位の確⽴

事務局
体制

先進PJの⽀援を通じ、森ハブの
ビジネスモデルを構築する
情報発信を⾏うことで、取組を
広げ、新たなプレイヤーの巻き込
みを⽬指す

ビジネスモデルの横展開・応⽤展
開を通じて、成功地域を増やす
資⾦調達等を通じた、補助終了
後のマネタイズもできるビジネス⽀
援を⽬指す

委託事業内に組織するゆるやか
な事業体
コーディネーター⼈材獲得・集積
専⾨家が属する⽀援体制構築

委託事業推進も含む固有の事
務局組織
プロデュース⼈材を中⼼に専⾨⼈
材や地域⼈材の集積を加速させ
る

⾃⽴し活動する⽀援機関
⼈材とノウハウが集積するプラット
フォーム

めざすべき
ゴール

⽀援体制の構築に向けたあるべ
き姿や⽀援機能の検討 エコシステムの形成 エコシステムにおける⽀援機関と

しての森ハブの構築

主たる
取組

個別地域⽀援以外の業務の拡
充
業界リード・⽅向性の検討
林業全体のブランディング・マーケ
ティング
補助事業等の設置・管轄

ステップ0
⽬指すべき姿の策定

エコシステム形成のファーストス
テップとなる成功事例づくり

⽀援体制の構築に向けた各種
調査
異分野を含むシーズ候補の把握
知的財産や地域林業政策など、
新たな⽬線での林業イノベーショ
ンの可能性探索

⽀援機関としての体制構築は実
施していない

令和3年度検討内容をもとに
⽀援機関としての森ハブを確⽴



令和44年度事業の全体像

令和4年度事業ではエコシステムの場を形成するプレイヤーである技術・地域・⼈材の情報
収集を⾏い、先進的なモデルとなる事業を選出し、実証・事業化に向けた⽀援を⾏います

技術

地域

⼈材

専⾨委員会/分科会

情報収集・場の形成 実証プロジェクトの展開 事業化⽀援の展開

シーズの把握

機械開発・森林作業システム
⽅針(案)の更新

アウトカム指標の作成

技術リストの更新

ニーズ・課題の把握

マッチング

コーディネーター候補の
リストアップ・声がけ・募集

先進プロジェクト候補のリストアップ

コーディネーター候補の選任

先進プロジェクトの選定

コーディネーターの役割の検討

次年度以降の事業検討

情報発信
マッチングイベントやシンポジウムの開催

その他 他事業との情報交換や連携

事業化に向けた課題の洗い出し

テーマ１

テーマ１

テーマ２

テーマ２

テーマ３

テーマ３



2. 専⾨委員会の実施概要
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専⾨委員会の実施概要

専⾨委員会では、昨年に引き続きイノベーション推進のための先進技術⽅策等の検討に
関して、専⾨的・分野横断的・俯瞰的知⾒からご助⾔いただくことを想定しております

• 実施した調査・分析の結果の報告・説明を事務局から実施し、先進技術
導⼊の妥当性や効果の⼤きさ、導⼊コスト等について精査し、⽅向性等を
取りまとめる

• 委員からの助⾔をふまえ、事務局は追加調査や成果物の修正等を実施
する

• 必要に応じ、マッチング候補地等の視察を実施する

実施内容・活動計画

• 委員会は全4回実施する
• 委員会資料は、会議開催前に事前にメールにて各委員に共有する
• 委員会は、原則対⾯での開催を想定し、⽇程に応じた柔軟な対応ができ
るよう、原則東京都内にあるトーマツ会議室の利⽤を想定し、新型コロナウ
イルス等の影響をふまえ、適宜オンラインの活⽤も検討しながら実施する

会議⽇程・場所・開催⽅法

• イノベーション推進のための先進技術⽅策等の検討に関して、専⾨的・分
野横断的・俯瞰的知⾒から助⾔・⽀援を⾏う

• 諮問機関として実施事項の評価・検討を⾏い、事業の⽅向性の調整等を
⾏う

専⾨委員会の役割・意義
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専⾨委員会の進め⽅

全4回の専⾨家委員会では進 報告を⾏うとともに、実施予定事項についても共有し、確
認・意⾒の場を設けることで、専⾨的な知⾒を反映した業務推進に繋げます

【第1回委員会】
年度実施⽅針の確認・検討

【第2回委員会】
マッチングに向けた検討

【第3回委員会】
次年度⽀援体制の検討

【第4回委員会】
次年度事業内容の検討

ゴール
実施⽅針について
⼤枠の了承をもらう

技術・⼈材候補リストの
確認・助⾔をいただく

マッチングに向けた
技術・地域・⼈材の

検討⽅針の
確認・助⾔をいただく

マッチングの進 を共有する
次年度以降の

事務局の⽀援体制に
ついて検討する

結果のとりまとめ⽅針について
確認・助⾔をいただく
次年度以降の

事業⽅針について検討する

▼ ▼ ▼ ▼

実施事項

• 年間の実施⽅針の確認
• 技術リストのアップデート⽅
針の確認

• 機械開発・林業作業シス
テム⽅針（案）のアップ
デート⽅針の確認

• 分科会実施要領の報告
• 地域ニーズ調査・技術シー
ズ調査の報告、候補リスト
の確認

• コーディネーター⼈材の候補
リスト確認

• 事業進 共有
• 技術シーズ候補へのヒアリン
グ実施結果の共有

• 地域ニーズに沿った候補地
域の確認

• コーディネーター候補へのヒア
リング実施結果の共有

• 事業進 共有
• マッチング結果の共有
• 技術・地域・⼈材の決定ス
キームの評価・検討

• 次年度以降の事務局⽀
援体制・⼈材育成⽅針の
検討

• 事業進 共有
• 技術リストの最終確認
• 機械開発・林業作業シス
テム⽅針（案）の最終確
認

• マッチング結果の共有
• 次年度以降の事業⽅針の
検討

• 情報発信イベント情報の
共有

留意事項
候補リストに対し、専⾨的
な知⾒、ネットワークを活か
した追加・修正をいただく

ヒアリングを通じて得られた
知⾒を共有し、マッチングに
向けた助⾔をいただく

令和4年度のマッチングの
評価を⾏い、事務局の運
⽤スキームを確⽴する

年度事業の結果を取りまと
め、次年度事業⽅針の了
承を得る

⽇程 7⽉ ９⽉ 10⽉予定 12⽉予定



3. 実施スケジュール
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専⾨委員会をマイルストーンとし、各タスクの推進・調整を⾏います

Milestone

専⾨委員会・分科会

コーディネーター調整・育成

エコシステム形成

調査・検討

マッチングイベント
またはシンポジウム

他事業との連携

情報発信等

報告書
提出

第4回
委員会

第3回
委員会

第2回
委員会

第1回
委員会

委員委嘱

次年度以降の事業化検討

企画検討 広報 実施

結果とりまとめ

ヒアリング/候補者選定

マッチング

プロジェクト
組成

実施内容の
検討・確認

◆
第1回分科会
◆ ◆

現地視察
◆ ◆

第3回分科会第2回分科会

結果とりまとめ

リストアップ

調査検討

技術リストの更新/「機械開発・森林作業システム⽅針（案）」のアップデート

随時実施

随時実施

ニーズ・シーズ調査 候補地域選定

情報発信

その他

時期調整中


